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2018年度「RSL-ローカル（南魚沼）」現地活動の様子（2019年2月）

未来につながる
「出会い」がある

一緒にフィールドに
飛び出そう!!

「当たり前」 って本当ですか？あなたにとっての



立教サービスラーニング （RSL）って？

RIKKYO Learning Styleの〈導入期・形成期・完成期〉に合わせて、�
講義系・実践系等それぞれの科目（全学共通科目）が用意されています。　
※�各期の学年以外でも履修することは可能です。�
詳しくは「履修要項」や「R�Guide」「シラバス」を確認する、またはRSLセンターまでお問い合わせください。

大学の学びとは？
大学の学びは「答えのない問いについて考えること」であるといわれます。そのためには、深
めたいテーマとの出会いを自分から積極的に探す姿勢が大切です。立教サービスラーニング
（RSL）センターは、人によって意見が異なる社会的課題について、学生が現場で体験し、そ
の事柄を専門的に学び合う環境を提供します！

RIKKYO Learning Style（「専門性に立つ教養人の育成」）
立教大学は、4年間の学生生活（学士課程）を授業だけではなく、サークルやボランティアな
ど、様々な活動と体系づけて考えています。そのため、学生生活を3つの期間〈導入期・形成
期・完成期〉に分け、各学部で専門性を究めるだけでなく、4年間のあらゆる学びの蓄積が個々
の将来の目標に通じるよう、豊かな学びのスタイルを提供します。

立教サービスラーニング（RSL）の定義
社会の現場での活動と、教室における学問的な教育との結合を目指す実践型の教育プログラム
の一形態であり、正課科目として展開しています。さまざまな分野で現場の専門機関の指導の
もと、学生たちは一定期間の社会的活動等を行い、その実践と理論的学習を統合することで、
単位が付与されます。

立教サービスラーニング（RSL）センター
ミッション・ステートメント

立教サービスラーニング（RSL）センターは、その使命の実現に向けて、
以下を目的とした教育を実践します。

⃝�受講生は、立教大学で学ぶ学生のひとりとして、そ
してデモクラシーを担うひとりの市民として、社会
の中で状況や立場に応じて多様な役割を果たすとい
う意識と態度を形成します。

⃝�受講生は、地域社会に生活する人々に寄り添い、共
に活動することを通じて、その地域が大切にしてき
た価値や文化を知り、その地域社会の未来について
共に考えます。

⃝�これらのために、自らの思考や行動を組み立てる上
で必要となる知識と技法をサービスラーニングのア
プローチから身につけます。

全学共通科目：多彩な学び（社会への視点）科目群

全学共通科目：多彩な学び（自然の理解）科目群

❷�形成期（1年次秋学期〜2年次）

シティズンシップを考える

SDGsと現代社会の課題と
その関わり方入門

デモクラシーとリベラルアーツ

カーボンニュートラル人材育成講座

RSL
講義系

講義系はキャンパスで議論し、深める！

学外活動 事後学習
全学共通科目：多彩な学び（知識の現場）科目群
事前学習

RSL-コミュニティ（池袋）（埼玉）
RSL-ローカル（南魚沼）
RSL-ローカル（地域共生）

RSL-グローバル（フィリピン）
※2022年度休講

RSL
実践系

実践系はフィールド（現場）から問う！

RSL-グローカルA
RSL-グローカルB

❶�導入期（1年次）

大学生の学び・社会で学ぶこと
全学共通科目：学びの精神科目群

初年次教育や自校教育の要素を盛り込んでい
ます。1年次におすすめの科目です！

RSL
講義系

全学共通科目：多彩な学び（社会への視点）科目群
❸�完成期（3年次〜4年次）

RSLゼミナール
大学での学びの総まとめとして、学際的なテー
マを扱う、３〜4年次におすすめの科目です！

RSL
ゼミナール
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立教サービスラーニング（RSL） 講義系科目
講義をもとにグループディスカッションや全体発表、そして
実際にフィールドで活動している方からのお話（市民生活の
課題とその取り組みの報告）など、「座学」だけでは終わらな
い講義系科目群です。

「市民」（citizen）としての「合意」と「選択」の本質とは？
日本は2016年に「18歳選挙権」が導入されました。これは新たに18歳～19歳も、地方自治や国

政に参画する責任と義務が生じたということです。また、2022年4月からは成年年齢も18歳に引き下
げられ、私たちは「子ども」と「大人」の境界線や「市民」の意味といった問いに今改めて直面するこ
ととなりました。この授業では、受講生同士のグループディスカッションと発表、模擬選挙の実施や高
大連携授業等を通して、「市民」と「主権者」の意味に迫ります。

立教大学だからできる「学び」と社会との「つながり」がある
立教大学の「共に生きる」という精神は大学4年間の学びのカリキュラムと深く関わっています。授業の

前半では、チャプレンや大学職員が立教大学の歴史やその精神、立教大学における学びの仕組みとその構
造、ボランティアなどの正課外教育活動等について話します。後半では、科目担当教員の専門領域の知見
を通して、「大学で学ぶこと」と「社会とつながること」の意味について参加者全体で考えていきます。

「大学生の学び・社会で学ぶこと」

「シティズンシップを考える」

SDGsをとおした現代社会の 
課題を認識しよう！
　SDGsの概要と幾つかのゴールが示す課題とその現
状、解決方法について理解を深め、SDGsをとおした現
代社会の課題を自分ごととして認識し、考えていきます。

「SDGsと
現代社会の課題と
その関わり方入門」

社会のなかの自分を発見するために
－リベラルアーツとデモクラシーの再確認－
「リベラルアーツ」とは、自分と社会がより豊かにつなが

るための学問と考えることができます。「リベラルアーツ」
や「デモクラシー」という言葉の意味を多角的に考察し、民
主主義のあり方やリベラルアーツの本質について理解を深
め、「市民」としての自分の役割を再発見します。

「デモクラシーと 
リベラルアーツ」

「平和」ってなんだろう？
「『平和』ってなんだろう？」「日本は、いま、平和？」

皆さんはどのように説明できますか？
このゼミでは過去の戦争や内戦の事例から、平和教育

の役割や可能性について理解を深め、日本で起きている
身近な出来事や世界中の社会課題に触れながら、平和と
はなにかを多角的な視点で学びます。

「RSLゼミナール」

新規開講!!
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立教サービスラーニング（RSL） 実践系科目
立教大学の10学部27学科1コースに在籍する全ての学生が
共に語り、学びあうことができる「フィールド」がここにあ
ります。単なる履修では終わらない社会とのつながりに積極
的にチャレンジしよう！

多文化共生の視点から池袋地域における相互連帯のあり方を考える
「池袋」について、どのようなイメージを持っていますか？
豊島区は日中韓で展開された「東アジア文化都市2019」の国内交流都市に選ばれるなど、池袋を中

心にまちづくりも大きな国際化の流れの中にあります。また、2018年に池袋キャンパスは100周年と
いう節目を迎え、地元との関係づくりに新たな１頁を記しました。

この科目では、外国籍住民も増え続けているなど急速にグローバル化に伴う変貌をとげている池袋地
域をフィールドとして、「多文化共生と相互連帯」というテーマに取り組みます。池袋を主なフィールド
に、多様な文化的背景を持つ住民の生活課題を「歴史・記憶」「次世代・子育て」「芸術・文化」の3領
域から見える化し、住民との協働を通じて改善を図るための方法論を主体的かつ具体的に計画しながら、
相互連帯の仕組みにつながるアプローチを考えていきます。

また、「池袋キャンパス」という存在が、地域社会の中で果たしうる役割についても現場での活動を通
して皆さんと考えてみたいと思います。

「RSL-コミュニティ（池袋）」
みえない「貧困」の意味を問う

厚生労働省によると、日本で貧困状態にある子どもの割合は7人に１人といわれています。GDPで世
界第3位の日本は、今なお経済的には豊かな国のはずなのに、なぜこれほど貧困に苦しむ子どもがいる
のでしょうか。特に相対的貧困として語られる日本の社会状況では、子どもの貧困は可視化することが
難しく、さまざまな事情から学びたいのに学べない、学ぶ意欲が持てない子どもたちが社会から置き去
りにされている現実があります。

この授業では、サービスラーニングの手法に基づきながら、埼玉県内の各地で生活困窮世帯の中学生
を中心に「学習支援」と「家庭訪問」活動等を展開している団体の事業に参加します。教室に参加する
中学生への学習サポートを通して、日本の社会保障制度の中心的な政策の一つである生活保護制度の運

用実態に触れるとともに、みえづらくなった貧困と格差、社
会的包摂を巡る諸問題についての理解を深めます。

「RSL-コミュニティ（埼玉）」
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立教サービスラーニング（RSL） 実践系科目

講義系科目
⃝�SDGsと現代社会の課題とその関わり方
入門
SDGsの概要と幾つかのゴールが示す課題とその
現状、解決方法について理解を深め、SDGsをとお
した現代社会の課題を自分ごととして認識し、考えて
いきます。

⃝�カーボンニュートラル人材育成講座
地球環境の現状をファクトに基づき理解した上で、
温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする取り組み
（カーボンニュートラル）について深く学び、実際に
企業や組織においてカーボンニュートラルを実現する
ための施策を提案・実行できる人材を育成することを
目標とします。

実践系科目
⃝�RSL-ローカル（地域共生）
SDGsとグローカルの可能性を、実践の中から五感

で学びます。埼玉県熊谷市でのフィールドワークと、
教室における学問的な教育とを結合し、総合的な学習
から22世紀をつくる人材を育てることを目標とします。

⃝�RSL-グローカルA
世界的に注目される海洋ごみ問題がその他の社会

課題と相互につながっていることを講義や東京都江戸
川区荒川河川敷でのフィールドワークを通じて認識し、
課題の構造やその解決に向けた視点を養います。

⃝�RSL-グローカルB
埼玉県比企郡小川町でのフィールドワークを通じて、

その土地固有の社会問題とその解決に向けた取り組
みについて理解を深め、地域社会にとって自分がどの
ようなアクターでありたいかを明確にできることを目指
します。

RSL科目の履修についてよくある質問
Q1 Q2 Q3

A. 各学修期はあくまでも目安です。
講義系・実践系科目を問わず、どの
科目も履修したい時期（学年）に履
修していただいて問題ありません。
※�一部の科目では、履修対象年次（在
学学期数）に制限があります。

　�詳細については「R�Guide」「シラ
バス」をご確認ください。

A. RSL実践系科目は履修のための
事前説明会を実施しています。履修
を希望する学生は出席してください。
また、これらの科目は、「事前学習→
学外活動（フィールドワーク）→事後
学習」全ての出席が必須となります。
詳細については説明会及び「R�
Guide」「シラバス」にてご確認くだ
さい。

A. RSL実践系科目は、「抽選」と
「その他」登録科目があります。「シ
ラバス」や「R�Guide」「履修の手
引き」を確認のうえ、履修を希望す
る科目の説明会に必ず出席してくだ
さい。

�RSLセンター科目の履修は、「導
入期」・「形成期」・「完成期」の
順番で履修しないとダメですか？

RSL科目の履修について注意する
ことはありますか？

実践系科目はどのように履修登録
すればよいですか？

※その他、ご質問・ご不明な点等がありましたら、RSLセンターにご連絡ください。

2022年度は新たに5科目が開講されます！

⃝RSL-ローカル（地域共生）
⃝RSL-グローカルA
⃝RSL-グローカルB

実践系
科目

⃝SDGsと現代社会の課題と
　その関わり方入門
⃝カーボンニュートラル
　人材育成講座

講義系
科目

TOPICS

新規科目のお知らせ

農山村地域での交流から考える自然との共生と持続可能なまちづくり
新潟県南魚沼市は、世界のなかでも最豪雪地帯の一つであるといわれています。その雪深さゆえ、地

元では家屋等に積もった大量の雪の除雪作業を「雪かき」ではなく、「雪ほり」と呼んでいます。真冬の
生活は厳しいものではありますが、南魚沼地域はその「場」にしかない四季折々に変わる豊かな自然の
表情と食の恵みを私たちに与えてくれています。一方で、現代日本の社会的な課題の一つである過疎・
高齢化の問題に直面しています。
この授業では、真冬の南魚沼地域を活動のフィールドとし、現地での「雪ほり」活動や地域住民の方

たちとの交流を通して南魚沼地域の生活文化等を学びます。農山村地域での生活体験を通して、過疎・
高齢化地域の現実や「豊かさ」の意味と向き合い、地域に住む方たちと共に地域活性や自然との共生の
あり方等について考えます。

「RSL-ローカル（南魚沼）」

新規開講!!
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RSL へようこそ！
　RSLは、社会の課題に対して、講義室で得る知識と自発的な学修や活動（ボランティア等）を通した経験から得られた
学びを結び付けることを一つの目的としています。例えば、地域や国際社会をフィールドとする活動や地球環境への配慮
に対する取り組みについて、新たな考え方が得られるはずです。また、RSLで学んだ経験は、今後の人生を豊かにし、岐
路に立たされたときにこそ活かされるかもしれません。ぜひ、RSL科目を受講し、大学生活を実りあるものにしてください。
� RSLセンター長　箕浦真生
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池袋キャンパス 新座キャンパス
〒171-8501　
東京都豊島区西池袋３-34-1
TEL　03-3985-3819　
FAX　03-3985-4657
開室時間
    月～金　9:00～17:00 

土　　　9:00～12:30

〒352-8558　
埼玉県新座市北野1-2-26
TEL　048-471-7239　
FAX　048-471-7312
開室時間
　 月～金　9:00～17:00 

土　　　9:00～12:30

立教サービスラーニング（RSL）センター

メールアドレス：rsl@rikkyo.ac.jp　
ホームページURL：https://spirit.rikkyo.ac.jp/rsl/

【最新情報はこちら】　
Twitter：＠rikkyo_rsl

■2022年度 全学共通科目 RSL科目一覧
1. RSL講義系科目（曜日・時限は「シラバス」「R Guide」参照）
学期 キャンパス 科目名 担当者 単位数 履修対象年次 備考
春
学
期

池袋 大学生の学び・社会で学ぶこと
福原　充

２ 1年次以上

1年次推奨
中川　英樹

新座 中沢　聖史

秋
学
期

池袋 大学生の学び・社会で学ぶこと 中沢　聖史

シティズンシップを考える 小玉　重夫
新座 林　　大介

池袋

SDGsと現代社会の課題と
その関わり方入門 中沢　聖史

デモクラシーとリベラルアーツ 中沢　聖史
カーボンニュートラル人材育成講座 河村　賢治 ※履修定員：50名

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、授業形態・内容等が変更になる可能性があります。
　科目履修に関する最新情報は「シラバス」「R Guide」をご確認ください。

３. RSL実践系科目（曜日・時限は「シラバス」「R Guide」参照）
学期 キャンパス 科目名 担当者 単位数 履修対象年次 備考

秋
学
期

池袋

RSL-コミュニティ（池袋） 福原　充

２ 1年次以上

※履修定員：20名
※事前・事後学習は秋学期・水曜に設定
※ フィールドワークは10月～12月に実施

RSL-コミュニティ（埼玉） 田中　聡一郎
※履修定員：15名
※事前・事後学習は秋学期・金曜に設定
※フィールドワークは10月～12月に実施

RSL-ローカル（南魚沼） 高野　孝子 ※履修定員：15名
※フィールドワークは2023年2月に実施

春
学
期

RSL-ローカル（地域共生） 加賀崎　勝弘
※履修定員：15名
※事前学習は6月～7月、事後学習は8月
※フィールドワークは夏季休業期間に実施

秋
学
期

RSL-グローカルA 今村　和志 ※履修定員：20名
※フィールドワークは2023年2月に実施

RSL-グローカルB 中沢　聖史 ※履修定員：15名
※フィールドワークは2023年2月に実施

RSL-グローバル（フィリピン） 中沢　聖史 ※2022年度休講

2. RSLゼミナール（曜日・時限は「シラバス」「R Guide」参照）
学期 キャンパス 科目名 担当者 単位数 履修対象年次 備考
秋
学
期

池袋 RSLゼミナール 中沢　聖史 ２ 1年次以上 ※履修定員：30名
3、4年次を推奨


